
小
那
覇
自
治
会
よ
り
推
薦
が
あ
り
西
原
町

か
ら
南
部
広
域
行
政
組
合
へ
推
薦
し
た
。

焼
却
施
設
誘
致
に
関
す
る
地
主
へ

の
説
明
責
任
に
つ
い
て
聞
く
。

今
後
は
来
月
７
月
31
日
水
曜

日
、
19
時
か
ら
中
央
公
民
館
に
て
西
原
町
民

へ
の
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
、
そ
こ
に

地
権
者
も
案
内
す
る
予
定
と
の
こ
と
。

区
画
整
理
事
業
に
関
す
る
ア
パ
ー
ト

入
居
者
へ
の
一
般
会
計
よ
り
家
賃
補

償
を
行
っ
た
累
積
額
と
世
帯
数
を
聞
く
。

世
帯
数
18
世
帯
、
充
当
額

は
令
和
５
年
度
末
時
点
で
１
億
７
千
８
百
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

４
月
３
日
の
津
波
警
報
に
よ
る
住

民
の
安
全
確
保
や
消
防
等
と
の
連

携
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
か
。

津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
、

緊
急
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
町
民
へ

の
防
災
無
線
に
よ
る
避
難
指
示
の
放
送
を

西
原
マ
リ
ン
パ
ー
ク
や
イ

ル
カ
公
園
、
さ
わ
ふ
じ
マ
ル
シ
ェ
等
の
施
設
、

運
玉
森
、
さ
わ
ふ
じ
コ
ス
モ
ス
畑
等
の
名
勝
、

自
然
、
内
間
御
殿
、
歌
碑
等
の
史
跡
、
文
化
、

綱
引
き
、
旗
頭
、
組
踊
り
、
獅
子
舞
い
、
村

あ
し
び
等
の
地
域
伝
統
行
事
、
金
丸
や
ウ
ン

タ
マ
ギ
ル
ー
、
さ
わ
り
ん
等
の
人
物
や
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
、西
原
ま
つ
り
、平
和
音
楽
祭
、マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

南
部
広
域
行
政
組
合
が
去
る
５
月
21

日
の
理
事
協
議
会
で
、
糸
満
市
、
豊

見
城
市
、
南
城
市
、
八
重
瀬
町
、
与
那
原
町
、

西
原
町
の
６
市
町
で
一
元
化
を
進
め
る
焼
却

炉
な
ど
の
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
候
補
地
を

西
原
町
小
那
覇
の
農
業
地
区
域
（
約
４
．
２

ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
内
定
し
た
と
沖
縄
県
内
２

社
の
新
聞
社
が
報
じ
た
。
全
町
民
対
象
の
説

明
会
な
ど
を
経
て
最
終
決
定
を
す
る
と
の
事

だ
が
、
大
規
模
地
震
、
津
波
災
害
発
生
時
の

対
応
（
震
度
６
以
上
等
）
は
ど
う
な
る
の
か

聞
く
。

候
補
地
に
つ
い
て
沖
縄
県
が
作

成
し
た
津
波
浸
水
想
定
区
域
図
に
よ
る
と
、

最
大
の
と
こ
ろ
で
２
メ
ー
ト
ル
か
ら
５
メ
ー

ト
ル
未
満
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
南
部
行
政

組
合
に
よ
る
と
、
津
波
対
策
と
し
て
計
画
地

盤
を
西
原
バ
イ
パ
ス
の
計
画
高
さ
に
合
わ
せ

る
為
に
１
メ
ー
ト
ル
か
ら
１
．
５
メ
ー
ト
ル

盛
り
土
を
行
い
、
施
設
で
は
ラ
ン
プ
ウ
ェ
イ

を
設
け
て
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
２
階
に
し
、

電
気
室
等
の
使
用
機
器
も
２
階
に
設
置
す

る
。
１
階
の
高
さ
が
６
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
盛
り
土
に
よ
る
２
階
は
、
現
地
盤

か
ら
７
メ
ー
ト
ル
か
ら
７
．
５
メ
ー
ト
ル
以

上
に
な
る
た
め
、
万
が
一
津
波
が
来
た
と
し

て
も
施
設
が
止
ま
る
こ
と
は
な
い
。

民
生
委
員
、
児
童
委
員
の
件
に
つ
い

て
、
西
原
町
の
現
状
を
聞
く
。

令
和
４
年
12
月
の
一
斉
改

正
に
お
い
て
、
本
町
の
民
生
委
員
、
児
童
委

員
は
定
数
66
人
に
対
し
、
54
人
の
方
が
委
嘱

を
受
け
て
、
住
民
福
祉
の
増
進
を
図
る
為
の

活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
。

西
原
中
学
校
の
水
泳
プ
ー
ル
が
使
用

で
き
な
い
と
の
事
だ
が
、
町
内
の
学

習
環
境
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
は
ど
の
よ
う

に
分
析
し
て
い
る
か
。

西
原
中
学
校
の
プ
ー
ル
は

老
朽
化
し
、
安
全
面
上
使
用
困
難
な
状
況
に

あ
り
、
外
部
民
間
の
講
師
と
連
携
を
し
て

行
っ
て
い
る
。
町
内
の
他
の
５
校
に
つ
い
て

は
安
全
面
や
授
業
へ
の
支
障
は
な
く
、
通
常

に
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

■
焼
却
炉
（
ご
み
処
理
施
設
）

に
つ
い
て

■
民
生
委
員
、
児
童
委
員
に
つ
い
て

前
まえ

里
さと

 光
こう

信
しん

議員

町
長

町
長

福
祉
部
長

総
務
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

教
育
部
長

■
町
内
の
児
童
生
徒
の
学
習
環
境

の
件

○
モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
に
つ
い
て

○
学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て

○
学
校
運
営
協
議
会
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

○
職
員
の
定
期
昇
給
に
つ
い
て
（
政
府
よ
り
55
歳
か

ら
の
定
期
昇
給
の
見
直
し
に
つ
い
て
）

○
農
福
連
携
と
学
校
給
食
の
食
材
の
確
保
ま
た
は
取

組
み
に
つ
い
て

○
金
秀
鉄
工
裏
の
農
道
整
備
に
つ
い
て

○
出
席
し
な
い
監
査
委
員
や
農
業
委
員
会
会
長
に
つ

い
て

○
工
業
専
用
地
域
の
拡
大
に
つ
い
て

○
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

○
町
内
の
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

○
町
内
の
町
民
所
得
に
つ
い
て

○
そ
の
他
（
ゴ
ミ
処
理
の
件
）

老朽化で使用中止の
西原中学校プール

※
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
は

ご
み
収
集
車
が
ご
み
を
降
ろ
す
エ
リ
ア
の
こ
と
。

※
ラ
ン
プ
ウ
ェ
イ
と
は

ご
み
収
集
車
が
焼
却
施
設
入
場
後
に
通
る
一
般

車
両
動
線
か
ら
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
へ
通
じ
る
坂

道
の
こ
と
。

●
議
会
の
動
画
に
つ
い
て
は
現
時
点
更
新
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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町
職
員
の
自
治
体
加
入
率
は
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

た
と
こ
ろ
回
答
数
２
２
１
人
の
う
ち
、
自
治

会
加
入
者
１
０
１
人
、
４
２
．
１
％
。

焼
却
施
設
誘
致
に
関
す
る
経
緯
に

つ
い
て
聞
く
。

ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、

行
い
、
東
部
消
防
と
は
、
情
報
収
集
な
ど
連

携
を
図
り
、
関
係
機
関
の
保
育
所
、
児
童
館
、

学
童
、
学
校
に
避
難
連
絡
し
、
避
難
計
画
の

と
お
り
、
避
難
が
行
わ
れ
た
。

水
道
料
金
の
見
直
し
に
つ
い
て

水
道
料
金
の
見
直
し
を
今

年
度
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

改
め
て
西
原
町
の
観
光
資
源
に
つ

い
て
何
か
聞
く
。

未
就
学
の
医
療
的
ケ
ア
児
に
お
い
て

保
育
園
入
園
等
の
希
望
が
あ
っ
た
際

の
対
応
状
況
を
聞
く
。

園
で
ど
の
よ
う
な
医
療
の

対
応
が
必
要
か
を
具
体
的
に
確
認
し
て
、
保

護
者
が
希
望
す
る
園
の
受
入
れ
が
可
能
か
ど

う
か
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

小
学
校
等
が
安
心
安
全
に
医
療
的
ケ

ア
児
を
受
け
入
れ
る
た
め
、
関
係
部

局
や
機
関
、
保
護
者
代
表
な
ど
で
構
成
さ
れ
る

会
議
体
を
設
置
し
、
総
括
的
な
管
理
体
制
を
構

築
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
看
護
師

や
介
護
士
の
配
置
等
に
関
す
る
連
携
協
定
や

協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
見
解
を
聞
く
。

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、

受
け
入
れ
態
勢
や
協
議
体
の
設
置
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
、
電
源
は

確
保
の
ほ
か
、
災
害
時
の
介
護
、
看

護
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
に
つ
い
て
見
解
を
聞
く
。

医
療
的
ケ
ア
、
医
療
機
器

等
の
必
要
な
方
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
避
難

所
の
ほ
う
が
不
特
定
多
数
の
方
が
利
用
さ
れ

る
場
所
で
あ
る
た
め
、
感
染
症
や
衛
生
面
の

確
保
は
避
難
所
の
環
境
と
し
て
は
対
応
が
難

し
い
と
感
じ
て
い
る
。

医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
の
意
見
交
換
や
協
議
の
場
が

今
後
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

自
立
支
援
協
議
会
の
子

ど
も
部
会
の
１
つ
と
し
て
、
町
内
事
業
所
に

在
籍
す
る
４
名
の
医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
委
託
相
談
を
含
め
た
協
議

の
場
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
く
。

巡
回
心
理
士
の
各
保
育
園
へ
の
巡
回

頻
度
を
上
げ
て
、
現
場
の
先
生
方
に

対
し
、
手
厚
い
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
つ
い
て
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
を
活
用
し
て
空

き
家
を
利
活
用
す
る
こ
と
も
検
討
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。

県
の
住
宅
課
の
ほ
う

で
、
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
の
運
用

を
し
て
い
る
。
町
と
し
て
も
県
の
総
合
窓
口

も
利
用
し
な
が
ら
、
連
携
し
て
制
度
を
活
用

し
て
い
き
た
い
。

■
医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
拡
充
を

■
施
政
方
針
に
つ
い
て
聞
く

■
住
宅
確
保
要
配
慮
者
へ
の
対

策
を

■
巡
回
臨
床
心
理
に
つ
い
て

新
あら

田
た

 宗
そう

信
しん

議員

山
やま

城
しろ

 勝
かつ

貴
たか

議員

町
長

教
育
部
長

福
祉
部
長

福
祉
部
長

福
祉
課
長

都
市
整
備
課
長

建
設
部
長

総
務
部
長

○
い
い
あ
ん
べ
ー
家や
ー

・
い
い
あ
ん
べ
ー
共
生
事
業
に

つ
い
て

○
教
育
行
政
に
つ
い
て

臨床心理士の各保育園巡回頻度の向上を！焼却施設誘致について地主への説明は？

要望

●
議
会
の
動
画
に
つ
い
て
は
現
時
点
更
新
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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